
参考資料 

 

制 定 要 旨 

  

エネルギーの使用の合理化に関する法律及び薬事法の一部改正に伴い、所要

の整備を行うため、この条例を制定するものである。 

 

 

議案第 ５ 号 

 

   川崎市スポーツ・文化総合センター条例の制定について 

 

 川崎市スポーツ・文化総合センター条例を次のとおり制定する。 

 

平成２６年 ２ 月１８日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

   川崎市スポーツ・文化総合センター条例 

 （目的及び設置） 

第１条 市民のスポーツ活動及び文化活動の振興を図るとともに、市民相互の

交流の機会を提供し、もって豊かな市民生活の形成及び活力ある地域社会の

実現に寄与するため、川崎市スポーツ・文化総合センター（以下「総合セン

ター」という。）を設置する。 

 （位置） 

第２条 総合センターの位置は、川崎市川崎区富士見１丁目１番４号とする。 

 （事業） 

第３条 総合センターは、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 ⑴ 施設及び設備（以下「施設等」という。）を利用に供すること。 

 ⑵ スポーツの指導及び助言に関すること。 

 ⑶ スポーツ及び体力についての相談に関すること。 

 ⑷ 各種スポーツ教室の開催に関すること。 

 ⑸ スポーツの指導者養成のための研修会及び講習会の開催に関すること。 

 ⑹ 音楽、演劇、美術等の鑑賞会、講演会、展覧会等の開催に関すること。 

議案第 ５ 号 

 

   川崎市スポーツ・文化総合センター条例の制定について 

 

 川崎市スポーツ・文化総合センター条例を次のとおり制定する。 

 

平成２６年 ２ 月１８日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

   川崎市スポーツ・文化総合センター条例 

 （目的及び設置） 

第１条 市民のスポーツ活動及び文化活動の振興を図るとともに、市民相互の

交流の機会を提供し、もって豊かな市民生活の形成及び活力ある地域社会の

実現に寄与するため、川崎市スポーツ・文化総合センター（以下「総合セン

ター」という。）を設置する。 

 （位置） 

第２条 総合センターの位置は、川崎市川崎区富士見１丁目１番４号とする。 

 （事業） 

第３条 総合センターは、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 ⑴ 施設及び設備（以下「施設等」という。）を利用に供すること。 

 ⑵ スポーツの指導及び助言に関すること。 
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 ⑸ スポーツの指導者養成のための研修会及び講習会の開催に関すること。 

 ⑹ 音楽、演劇、美術等の鑑賞会、講演会、展覧会等の開催に関すること。 



 ⑺ スポーツ及び文化に係る情報提供に関すること。 

 ⑻ 前各号に掲げるもののほか、第１条の目的を達成するために必要な事業

に関すること。 

 （指定管理者） 

第４条 市長は、法人その他の団体であって次の要件を満たすものとしてその

指定するもの（以下「指定管理者」という。）に総合センターの管理を行わ

せる。 

 ⑴ 総合センターの管理を行うに当たり、市民の平等な利用が確保できるこ

と。 

 ⑵ 事業計画書の内容が、総合センターの効用を最大限に発揮するとともに

管理経費の縮減が図られるものであること。 

 ⑶ 事業計画書の内容に沿った総合センターの管理を安定して行う能力を有

すること。 

２ 前項の指定を受けようとするものは、事業計画書その他市長が必要と認め

る書類を市長に提出しなければならない。 

３ 市長は、第１項の指定をしたときは、その旨を告示する。 

 （指定管理者が行う管理の基準） 

第５条 指定管理者は、この条例及びこれに基づく規則の規定に従い、総合セ

ンターの管理を行わなければならない。 

 （指定管理者が行う業務の範囲） 

第６条 指定管理者は、施設等の利用許可に関する業務その他の総合センター

の管理のために必要な業務を行わなければならない。 

 （利用時間及び休館日） 

第７条 総合センターの利用時間及び休館日は、次のとおりとする。ただし、

指定管理者は、必要と認めるときは、あらかじめ市長の承認を得て、利用時

間を変更し、又は臨時に開館し、若しくは休館することができる。 

利用時間 午前９時から午後９時３０分まで 

休館日 １２月２９日から翌年の１月３日までの日 

 （入館等の制限） 

第８条 指定管理者は、他人の迷惑となるおそれのある者その他管理上支障が

あると認められる者については、入館を断り、又は退館させることができる。 

 （利用許可） 

第９条 総合センターの施設等を利用しようとする者は、規則で定めるところ

により、指定管理者の許可を受けなければならない。 

 （利用料金） 

第１０条 前条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、指定管理者

に利用に係る料金（以下「利用料金」という。）を支払わなければならない。 

２ 利用料金は、前払しなければならない。ただし、指定管理者が特別の理由

があると認めるときは、この限りでない。 

３ 利用料金の額は、別表に定める金額の範囲内において、あらかじめ市長の

承認を得て、指定管理者が定めるものとする。 

４ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

 （受講料及び入場料） 

第１１条 指定管理者は、第３条第４号から第６号まで及び第８号に掲げる事

業を行う場合においては、実費相当額として受講料又は入場料を徴収するこ

とができる。 

２ 前項の受講料及び入場料の額は、指定管理者がその都度定める。 

 （利用料金の減免） 

第１２条 指定管理者は、あらかじめ市長が定める基準に従い、利用料金を減

額し、又は免除することができる。 
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 （利用料金の返還） 

第１３条 既に支払われた利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、

あらかじめ市長が定める基準に従い、その全部又は一部を返還することがで

きる。 

 （利用許可の制限） 

第１４条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、第

９条の許可をしない。 

 ⑴ 施設等を毀損するおそれのあるとき。 

 ⑵ 管理上支障があるとき。 

 ⑶ その他指定管理者が利用を不適当と認めるとき。 

 （利用許可の取消し等） 

第１５条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当すると認めると

きは、第９条の許可を取り消し、又は施設等の利用を制限し、若しくは停止

することができる。 

 ⑴ 利用の目的に反したとき。 

 ⑵ 秩序を乱し、他人の迷惑となる行為をしたとき。 

 ⑶ 偽りその他不正な行為により第９条の許可を受けたとき。 

 ⑷ 災害その他の事故により利用できなくなったとき。 

 ⑸ 工事その他市の事業の執行上やむを得ない理由により利用できなくなっ

たとき。 

 ⑹ 前各号に定めるもののほか、この条例又はこれに基づく規則に違反した

とき。 

 （施設等の変更禁止） 

第１６条 利用者は、施設等を利用する場合において、これを模様替えし、又

はこれに特別の設備を付設してはならない。ただし、指定管理者が特別の理

由があると認めるときは、この限りでない。 

 （利用権の譲渡等の禁止） 

第１７条 利用者は、施設等を利用する権利を第三者に譲渡し、又は転貸して

はならない。 

 （原状回復） 

第１８条 利用者は、施設等の利用を終了し、又は第９条の許可を取り消され、

若しくは施設等の利用を制限され、若しくは停止されたときは、直ちにその

施設等を原状に回復し、又は返還しなければならない。 

 （取消し等による損害の責任） 

第１９条 市及び指定管理者は、第１５条第５号に該当する場合を除き、第９

条の許可の取消し又は施設等の利用の制限若しくは停止によって利用者に生

じた損害については、その責めを負わない。 

 （損害の賠償） 

第２０条 施設等に損害を生じさせた者は、その損害を賠償しなければならな

い。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めるときは、賠償額を減額

し、又は免除することができる。 

 （委任） 

第２１条 この条例に定めるもののほか、この条例の実施のため必要な事項は、

規則で定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、規則で定める日から施行する。ただし、第４条（指定管理者

に総合センターの管理を行わせることに係る部分を除く。）、第２１条、次

項及び附則第３項の規定は公布の日から、附則第４項の規定は平成２７年１

月５日から施行する。 
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由があると認めるときは、この限りでない。 

 （利用権の譲渡等の禁止） 

第１７条 利用者は、施設等を利用する権利を第三者に譲渡し、又は転貸して

はならない。 

 （原状回復） 

第１８条 利用者は、施設等の利用を終了し、又は第９条の許可を取り消され、

若しくは施設等の利用を制限され、若しくは停止されたときは、直ちにその

施設等を原状に回復し、又は返還しなければならない。 

 （取消し等による損害の責任） 

第１９条 市及び指定管理者は、第１５条第５号に該当する場合を除き、第９

条の許可の取消し又は施設等の利用の制限若しくは停止によって利用者に生

じた損害については、その責めを負わない。 

 （損害の賠償） 

第２０条 施設等に損害を生じさせた者は、その損害を賠償しなければならな

い。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めるときは、賠償額を減額
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 （委任） 
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規則で定める。 
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 （施行期日） 

１ この条例は、規則で定める日から施行する。ただし、第４条（指定管理者

に総合センターの管理を行わせることに係る部分を除く。）、第２１条、次

項及び附則第３項の規定は公布の日から、附則第４項の規定は平成２７年１

月５日から施行する。 



別表（第１０条関係） 

１ 体育館利用料 

 ⑴ 施設専用利用料 

種 別 

金 額 

午 前 午後１ 午後２ 夜 間 全 日 

9時～12時 
0時10分～ 

3時10分 
3時20分～ 

6時20分 
6時30分～ 

9時30分 
9時～ 

9時30分 

大
体
育
室 

アマチ
ュアス
ポーツ
に利用
する場
合 

入場料
を徴収
しない
場合 

全面
利用 

9,000円 10,800円 12,200円 13,800円 41,000円 

半面
利用 

4,500円 5,400円 6,100円 6,900円 20,500円 

入場料
を徴収
する場
合 

全面
利用 

27,100円 32,700円 36,700円 41,500円 123,300円 

その他
の催物
に利用
する場
合 

興行に利用
する場合 

90,700円 109,400円 122,700円 138,700円 411,800円 

見本市、商
品展示会そ
の他これら
に類するこ
とに利用す
る場合 

36,200円 43,600円 48,900円 55,400円 164,600円 

集会、式典
その他に利
用する場合 

18,100円 21,700円 24,400円 27,700円 82,200円 

練習場 5,600円 6,500円 7,300円 8,300円 24,900円 

武道室１ 1,600円 1,900円 2,200円 2,500円 7,500円 

武道室２ 1,600円 1,900円 2,200円 2,500円 7,500円 

研修室１ 1,600円 1,600円 1,700円 2,100円 6,300円 

研修室２ 1,600円 1,600円 1,700円 2,100円 6,300円 

選手控室１ 1,000円 1,100円 1,200円 1,300円 4,200円 

選手控室２ 1,000円 1,100円 1,200円 1,300円 4,200円 

役員室１ 400円 500円 600円 700円 2,100円 

 （指定管理者の指定の特例） 

２ 第４条（指定管理者に総合センターの管理を行わせることに係る部分を除

く。）の規定にかかわらず、この条例の公布の日以後最初に総合センターの

指定管理者を指定する場合においては、市長は、民間資金等の活用による公

共施設等の整備等の促進に関する法律（平成１１年法律第１１７号）第８条

第１項の規定により選定した民間事業者を指定することができる。 

３ 市長は、前項の指定をしたときは、その旨を告示する。 

 （川崎市体育館条例の廃止） 

４ 川崎市体育館条例（昭和３１年川崎市条例第１４号）は、廃止する。 



別表（第１０条関係） 

１ 体育館利用料 
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9時～12時 
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3時10分 
3時20分～ 

6時20分 
6時30分～ 

9時30分 
9時～ 

9時30分 

大
体
育
室 

アマチ
ュアス
ポーツ
に利用
する場
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入場料
を徴収
しない
場合 

全面
利用 

9,000円 10,800円 12,200円 13,800円 41,000円 

半面
利用 

4,500円 5,400円 6,100円 6,900円 20,500円 

入場料
を徴収
する場
合 

全面
利用 

27,100円 32,700円 36,700円 41,500円 123,300円 

その他
の催物
に利用
する場
合 

興行に利用
する場合 

90,700円 109,400円 122,700円 138,700円 411,800円 

見本市、商
品展示会そ
の他これら
に類するこ
とに利用す
る場合 

36,200円 43,600円 48,900円 55,400円 164,600円 

集会、式典
その他に利
用する場合 

18,100円 21,700円 24,400円 27,700円 82,200円 

練習場 5,600円 6,500円 7,300円 8,300円 24,900円 

武道室１ 1,600円 1,900円 2,200円 2,500円 7,500円 

武道室２ 1,600円 1,900円 2,200円 2,500円 7,500円 

研修室１ 1,600円 1,600円 1,700円 2,100円 6,300円 

研修室２ 1,600円 1,600円 1,700円 2,100円 6,300円 

選手控室１ 1,000円 1,100円 1,200円 1,300円 4,200円 

選手控室２ 1,000円 1,100円 1,200円 1,300円 4,200円 

役員室１ 400円 500円 600円 700円 2,100円 

 （指定管理者の指定の特例） 

２ 第４条（指定管理者に総合センターの管理を行わせることに係る部分を除

く。）の規定にかかわらず、この条例の公布の日以後最初に総合センターの

指定管理者を指定する場合においては、市長は、民間資金等の活用による公

共施設等の整備等の促進に関する法律（平成１１年法律第１１７号）第８条

第１項の規定により選定した民間事業者を指定することができる。 

３ 市長は、前項の指定をしたときは、その旨を告示する。 

 （川崎市体育館条例の廃止） 

４ 川崎市体育館条例（昭和３１年川崎市条例第１４号）は、廃止する。 



役員室２ 400円 500円 600円 700円 2,100円 

弓道場 

入場料を徴収
しない場合 

１回４時間まで 5,000円 

入場料を徴収
する場合 

１回４時間まで 30,000円 

備考 １ 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法 

    律第１７８号）に規定する休日に大体育室、練習場、武道室１、

武道室２、研修室１、研修室２、選手控室１、選手控室２、役

員室１又は役員室２（以下「大体育室等」という。）を利用す

る場合の施設専用利用料の額は、規定利用料の２割増相当額と

する。 

２ 第７条ただし書の規定により同条の表に定める利用時間の変

更がされた場合で当該変更に係る時間（午後９時３０分から午

前９時までの時間に限る。）に大体育室等を利用するときの施

設専用利用料の額は、当該利用の許可に係る時間３０分につき、

利用日の夜間の利用時間の区分の規定利用料（前項の規定を適

用する場合は、同項の規定により算出して得た額）の３０分当

たりの額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）の２割増相当

額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）とする。 

３ 午前、午後１、午後２又は夜間の利用時間の区分内における

大体育室等の利用の許可に係る時間が当該利用時間の区分の時

間に満たない場合の施設専用利用料の額は、当該利用の許可に

係る時間３０分につき、当該利用時間の区分の規定利用料（第

１項の規定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た

額）の３０分当たりの額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

とする。 

 ⑵ 設備専用利用料 

種 別 単 位 金 額 

舞台設備（移動ステージ
に限る。） 

１式 １日 50,000円 

舞台設備（移動ステージ
を除く。） 

１台、１本その他１単位 １日 2,000円 

放送設備 １式、１卓、１本その他１単位 １回 5,000円 

スポーツ設備 １組、１台、１枚その他１単位 １回 1,000円 

その他設備 １キロワットその他１単位 １回 1,500円 

備考 １ 本表においては、午前、午後１、午後２及び夜間をそれぞれ

１回として扱う。ただし、全日の利用時間の区分を単位として

利用する場合は、３回として扱う。 

２ 午前、午後１、午後２、夜間又は全日の利用時間の区分を単

位として利用する場合以外の場合は、３時間までごとに、１回

として扱う。 

 ⑶ 冷暖房設備専用利用料 

種 別 単 位 金 額 

冷暖房設備（大体育室） １時間 4,800円 

 ⑷ 個人利用料 

種 別 

金 額 

午 前 午後１ 午後２ 夜 間 

9時～12時 
0時10分～ 

3時10分 
3時20分～ 

6時20分 
6時30分～ 

9時30分 

 
 
 
 
 
 
大体育室 
練習場 
武道室１ 

６歳以上18歳未
満の者（小学校
（特別支援学校
の小学部を含む。
以下同じ。）入
学前の者を除き、
18歳以上の高校
生（高等学校（中
等教育学校の後 

 
 
 
 
 
 

150円 

 
 
 
 
 
 

150円 

 
 
 
 
 
 

150円 

 
 
 
 
 
 

150円 



役員室２ 400円 500円 600円 700円 2,100円 

弓道場 

入場料を徴収
しない場合 

１回４時間まで 5,000円 

入場料を徴収
する場合 

１回４時間まで 30,000円 

備考 １ 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法 

    律第１７８号）に規定する休日に大体育室、練習場、武道室１、

武道室２、研修室１、研修室２、選手控室１、選手控室２、役

員室１又は役員室２（以下「大体育室等」という。）を利用す

る場合の施設専用利用料の額は、規定利用料の２割増相当額と

する。 

２ 第７条ただし書の規定により同条の表に定める利用時間の変

更がされた場合で当該変更に係る時間（午後９時３０分から午

前９時までの時間に限る。）に大体育室等を利用するときの施

設専用利用料の額は、当該利用の許可に係る時間３０分につき、

利用日の夜間の利用時間の区分の規定利用料（前項の規定を適

用する場合は、同項の規定により算出して得た額）の３０分当

たりの額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）の２割増相当

額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）とする。 

３ 午前、午後１、午後２又は夜間の利用時間の区分内における

大体育室等の利用の許可に係る時間が当該利用時間の区分の時

間に満たない場合の施設専用利用料の額は、当該利用の許可に

係る時間３０分につき、当該利用時間の区分の規定利用料（第

１項の規定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た

額）の３０分当たりの額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

とする。 

 ⑵ 設備専用利用料 

種 別 単 位 金 額 

舞台設備（移動ステージ
に限る。） 

１式 １日 50,000円 

舞台設備（移動ステージ
を除く。） 

１台、１本その他１単位 １日 2,000円 

放送設備 １式、１卓、１本その他１単位 １回 5,000円 

スポーツ設備 １組、１台、１枚その他１単位 １回 1,000円 

その他設備 １キロワットその他１単位 １回 1,500円 

備考 １ 本表においては、午前、午後１、午後２及び夜間をそれぞれ

１回として扱う。ただし、全日の利用時間の区分を単位として

利用する場合は、３回として扱う。 

２ 午前、午後１、午後２、夜間又は全日の利用時間の区分を単

位として利用する場合以外の場合は、３時間までごとに、１回

として扱う。 

 ⑶ 冷暖房設備専用利用料 

種 別 単 位 金 額 

冷暖房設備（大体育室） １時間 4,800円 

 ⑷ 個人利用料 

種 別 

金 額 

午 前 午後１ 午後２ 夜 間 

9時～12時 
0時10分～ 

3時10分 
3時20分～ 

6時20分 
6時30分～ 

9時30分 

 
 
 
 
 
 
大体育室 
練習場 
武道室１ 

６歳以上18歳未
満の者（小学校
（特別支援学校
の小学部を含む。
以下同じ。）入
学前の者を除き、
18歳以上の高校
生（高等学校（中
等教育学校の後 

 
 
 
 
 
 

150円 

 
 
 
 
 
 

150円 

 
 
 
 
 
 

150円 

 
 
 
 
 
 

150円 



武道室２ 
研修室１ 
研修室２ 

期課程及び特別
支援学校の高等
部を含む。）に
在学する者をい
う。以下同じ。） 
を含む。） 

    

18歳以上の者（高
校生を除く。） 

300円 300円 300円 300円 

トレーニ
ング室 

12歳以上18歳未
満の者（小学生
（小学校に在学
する者をいう。
以下同じ。）を
除き、18歳以上
の高校生を含む。） 

150円 150円 150円 150円 

18歳以上の者（高
校生を除く。） 

300円 300円 300円 300円 

弓道場 

12歳以上18歳未
満の者（小学生
を除き、18歳以
上の高校生を含
む。） 

１回３時間まで 150円 

18歳以上の者（高
校生を除く。） 

１回３時間まで 300円 

２ ホール利用料 

 ⑴ 施設利用料 

種 別 

金 額 

午 前 午 後 夜 間 全 日 

9時～12時 
1時～ 

4時30分 
5時30分～ 

9時30分 
9時～ 

9時30分 

ホール 

入場料を徴収し
ない場合 

78,000円 118,300円 156,000円 317,000円 

3 , 0 0 0円未満の
入場料を徴収す
る場合 

117,000円 177,400円 234,000円 475,500円 

3 , 0 0 0円以上の
入場料を徴収す
る場合 

156,000円 236,600円 312,000円 634,100円 

楽屋１ 1,800円 2,700円 3,600円 7,200円 

楽屋２ 1,800円 2,700円 3,600円 7,200円 

楽屋３ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋４ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋５ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋６ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋７ 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋８ 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋９ 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋10 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋控室 1,500円 2,300円 3,100円 6,200円 

リハーサ
ル室 

ホールの利用を
伴う場合 

7,900円 12,000円 15,800円 32,100円 

ホールの利用を
伴わない場合 

15,800円 24,000円 31,600円 64,200円 

練習室１ 1,900円 2,300円 2,600円 6,100円 

練習室２ 1,400円 1,600円 1,900円 4,400円 

備考 １ 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日

に利用するときは、規定利用料の２割増相当額とする。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の施設利用料の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ

当該各号に定める金額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

にその超えて利用する時間（１時間に満たないときは、これを

１時間とする。）を乗じて得た額とする。ただし、午前と午後

又は午後と夜間の当該２区分を引き続き利用する場合の中間時

間の施設利用料は、無料とする。 

 ⑴ 午前０時から午前９時まで 夜間の規定利用料（前項の規

定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た額。以

下この項において同じ。）の４５分の１０ 



武道室２ 
研修室１ 
研修室２ 

期課程及び特別
支援学校の高等
部を含む。）に
在学する者をい
う。以下同じ。） 
を含む。） 

    

18歳以上の者（高
校生を除く。） 

300円 300円 300円 300円 

トレーニ
ング室 

12歳以上18歳未
満の者（小学生
（小学校に在学
する者をいう。
以下同じ。）を
除き、18歳以上
の高校生を含む。） 

150円 150円 150円 150円 

18歳以上の者（高
校生を除く。） 

300円 300円 300円 300円 

弓道場 

12歳以上18歳未
満の者（小学生
を除き、18歳以
上の高校生を含
む。） 

１回３時間まで 150円 

18歳以上の者（高
校生を除く。） 

１回３時間まで 300円 

２ ホール利用料 

 ⑴ 施設利用料 

種 別 

金 額 

午 前 午 後 夜 間 全 日 

9時～12時 
1時～ 

4時30分 
5時30分～ 

9時30分 
9時～ 

9時30分 

ホール 

入場料を徴収し
ない場合 

78,000円 118,300円 156,000円 317,000円 

3 , 0 0 0円未満の
入場料を徴収す
る場合 

117,000円 177,400円 234,000円 475,500円 

3 , 0 0 0円以上の
入場料を徴収す
る場合 

156,000円 236,600円 312,000円 634,100円 

楽屋１ 1,800円 2,700円 3,600円 7,200円 

楽屋２ 1,800円 2,700円 3,600円 7,200円 

楽屋３ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋４ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋５ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋６ 1,300円 2,000円 2,700円 5,400円 

楽屋７ 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋８ 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋９ 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋10 700円 1,100円 1,500円 2,900円 

楽屋控室 1,500円 2,300円 3,100円 6,200円 

リハーサ
ル室 

ホールの利用を
伴う場合 

7,900円 12,000円 15,800円 32,100円 

ホールの利用を
伴わない場合 

15,800円 24,000円 31,600円 64,200円 

練習室１ 1,900円 2,300円 2,600円 6,100円 

練習室２ 1,400円 1,600円 1,900円 4,400円 

備考 １ 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日

に利用するときは、規定利用料の２割増相当額とする。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の施設利用料の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ

当該各号に定める金額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

にその超えて利用する時間（１時間に満たないときは、これを

１時間とする。）を乗じて得た額とする。ただし、午前と午後

又は午後と夜間の当該２区分を引き続き利用する場合の中間時

間の施設利用料は、無料とする。 

 ⑴ 午前０時から午前９時まで 夜間の規定利用料（前項の規

定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た額。以

下この項において同じ。）の４５分の１０ 



 ⑵ 午前９時から正午まで 午前の規定利用料の３０分の１０ 

 ⑶ 正午から午後４時３０分まで 午後の規定利用料の３５分

の１０ 

 ⑷ 午後４時３０分から午後１２時まで 夜間の規定利用料の

４５分の１０ 

 ⑵ 設備利用料 

種 別 単 位 金 額 

ピアノ １台 １回 15,000円 

その他設備 
１台、１式、１列、１脚、１本、１個、
１枚、１張、１双、１キロワットその
他１単位 １回 

20,000円 

備考 １ 本表においては、午前、午後及び夜間をそれぞれ１回として

扱う。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の設備利用料の額は、その超えて利用する時間１時間（１時間

に満たないときは、これを１時間とする。）につき、規定利用

料の３割相当額とする。ただし、午前と午後又は午後と夜間の

当該２区分を引き続き利用する場合の中間時間の設備利用料は、

無料とする。 

３ 会議室利用料 

 ⑴ 施設利用料 

種 別 

金 額 

午 前 午 後 夜 間 全 日 

9時～12時 
1時～ 

4時30分 
5時30分～ 

9時30分 
9時～ 

9時30分 

会議室１ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室２ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室３ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室４ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室５ 1,600円 1,900円 2,200円 5,700円 

会議室６ 1,600円 1,900円 2,200円 5,700円 

会議室７ 1,600円 1,900円 2,200円 5,700円 

会議室８ 1,400円 1,600円 1,900円 4,900円 

備考 １ 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日

に利用するときは、規定利用料の２割増相当額とする。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の施設利用料の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ

当該各号に定める金額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

にその超えて利用する時間（１時間に満たないときは、これを

１時間とする。）を乗じて得た額とする。ただし、午前と午後

又は午後と夜間の当該２区分を引き続き利用する場合の中間時

間の施設利用料は、無料とする。 

 ⑴ 午前０時から午前９時まで 夜間の規定利用料（前項の規

定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た額。以

下この項において同じ。）の４５分の１０ 

 ⑵ 午前９時から正午まで 午前の規定利用料の３０分の１０ 

 ⑶ 正午から午後４時３０分まで 午後の規定利用料の３５分

の１０ 

 ⑷ 午後４時３０分から午後１２時まで 夜間の規定利用料の

４５分の１０ 

 ⑵ 設備利用料 



 ⑵ 午前９時から正午まで 午前の規定利用料の３０分の１０ 

 ⑶ 正午から午後４時３０分まで 午後の規定利用料の３５分

の１０ 

 ⑷ 午後４時３０分から午後１２時まで 夜間の規定利用料の

４５分の１０ 

 ⑵ 設備利用料 

種 別 単 位 金 額 

ピアノ １台 １回 15,000円 

その他設備 
１台、１式、１列、１脚、１本、１個、
１枚、１張、１双、１キロワットその
他１単位 １回 

20,000円 

備考 １ 本表においては、午前、午後及び夜間をそれぞれ１回として

扱う。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の設備利用料の額は、その超えて利用する時間１時間（１時間

に満たないときは、これを１時間とする。）につき、規定利用

料の３割相当額とする。ただし、午前と午後又は午後と夜間の

当該２区分を引き続き利用する場合の中間時間の設備利用料は、

無料とする。 

３ 会議室利用料 

 ⑴ 施設利用料 

種 別 

金 額 

午 前 午 後 夜 間 全 日 

9時～12時 
1時～ 

4時30分 
5時30分～ 

9時30分 
9時～ 

9時30分 

会議室１ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室２ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室３ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室４ 2,200円 2,600円 3,000円 7,800円 

会議室５ 1,600円 1,900円 2,200円 5,700円 

会議室６ 1,600円 1,900円 2,200円 5,700円 

会議室７ 1,600円 1,900円 2,200円 5,700円 

会議室８ 1,400円 1,600円 1,900円 4,900円 

備考 １ 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日

に利用するときは、規定利用料の２割増相当額とする。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の施設利用料の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ

当該各号に定める金額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

にその超えて利用する時間（１時間に満たないときは、これを

１時間とする。）を乗じて得た額とする。ただし、午前と午後

又は午後と夜間の当該２区分を引き続き利用する場合の中間時

間の施設利用料は、無料とする。 

 ⑴ 午前０時から午前９時まで 夜間の規定利用料（前項の規

定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た額。以

下この項において同じ。）の４５分の１０ 

 ⑵ 午前９時から正午まで 午前の規定利用料の３０分の１０ 

 ⑶ 正午から午後４時３０分まで 午後の規定利用料の３５分

の１０ 

 ⑷ 午後４時３０分から午後１２時まで 夜間の規定利用料の

４５分の１０ 

 ⑵ 設備利用料 



単 位 金 額 

１本、１台、１式、１脚その他１単位 １回 5,000 円 

備考 １ 本表においては、午前、午後及び夜間をそれぞれ１回として

扱う。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の設備利用料の額は、その超えて利用する時間１時間（１時間

に満たないときは、これを１時間とする。）につき、規定利用

料の３割相当額とする。ただし、午前と午後又は午後と夜間の

当該２区分を引き続き利用する場合の中間時間の設備利用料は、

無料とする。 

４ 駐車場利用料 

種  別 基本料金 超過料金 

普通自動車 

１台１時間まで 

300 円 

超過時間30分までごとに 

150 円 

中型自動車 

大型自動車 

１台１時間まで 

600 円 

超過時間30分までごとに 

300 円 

備考 普通自動車、中型自動車又は大型自動車とは、それぞれ道路交通法 

（昭和３５年法律第１０５号）第３条に規定する普通自動車、中型自 

動車又は大型自動車をいう。 

 

 



単 位 金 額 

１本、１台、１式、１脚その他１単位 １回 5,000 円 

備考 １ 本表においては、午前、午後及び夜間をそれぞれ１回として

扱う。 

２ 午前、午後又は夜間の利用時間の区分を超えて利用する場合

の設備利用料の額は、その超えて利用する時間１時間（１時間

に満たないときは、これを１時間とする。）につき、規定利用

料の３割相当額とする。ただし、午前と午後又は午後と夜間の

当該２区分を引き続き利用する場合の中間時間の設備利用料は、

無料とする。 

４ 駐車場利用料 

種  別 基本料金 超過料金 

普通自動車 

１台１時間まで 

300 円 

超過時間30分までごとに 

150 円 

中型自動車 

大型自動車 

１台１時間まで 

600 円 

超過時間30分までごとに 

300 円 

備考 普通自動車、中型自動車又は大型自動車とは、それぞれ道路交通法 

（昭和３５年法律第１０５号）第３条に規定する普通自動車、中型自 

動車又は大型自動車をいう。 

 

 

参考資料 

 

   制 定 要 旨 

 

 市民のスポーツ活動及び文化活動の振興を図るとともに、市民相互の交流

の機会を提供し、もって豊かな市民生活の形成及び活力ある地域社会の実現

に寄与することを目的として、スポーツ・文化総合センターを設置するため、

この条例を制定するものである。 




